２０１２．６「粉になった女」☆紹介ブログ

川の水が、オバケ鏡になって揺れはじめる！！
白い泡の塊が、ポツポツ、小さい泡を撒いて、シュウシュウ突っ走る。
無数の泡が排水口から川を逆上ってきたか、斜めに走り、川下を占領し尽くし、入道雲となり、一部分

をしぼませ、一部分を増殖させ、変形し、ゴムのようにふるふるし、一つの新しい生命を得て、一抱えもある、大きな塊になって、女の足もとに転がり、砕けもせずに飛び上がる。

ときに首飾りのように連なった泡がぱらぱらに放れて降り、女の開けっ放しの肌に降りかかる。
何百となく割れ、色をすり替え、崖の上の街の全景を映し、泡同士が擦れ合い、パチパチするあたりで、女の皮膚が関節の表面のように寄り集まり、ついには、ひび割れる。

泡が落ちてくるのは、空が落ちること。顔に空が張りついて、もう世界が終わりになる、空じゃない、街だ、街が崖から落ちてくる、わたしばかりに落ちてくる―――――

地震の後、女の体中に細かい発疹ができ、やがて乾いて粉まみれになり、白い粉はときに何枚か着ている服を通して外に浮き出します。
粉になった女の発想は、そこからきたのではないかと思われます。

二人で散歩をしていて、川をさかのぼる巨大な泡を見た日のことは、一種の抽象の世界のように、わたしにとっても、忘れられない、懐かしい光景です。

――体というものは、さらさらしているものなのね。ほんとに体らしい体は、ぐにゃぐにゃした血なまぐさい器官をもたない、無色無臭の綺麗な細かい粉末からなっていたのね―――と、
ここで、島さち子は忘れ得ない表現を導きだします。

――それは女だけでなく、誰もが、地面にこぼした粉を、そそそ、そ、と吹き流して、窪みに吹き溜めるという風に、ときには舞い上がりもしているらしい――――

純文学作品の短編は殆ど、中央公論社の文芸誌「海」に掲載されたものです。　

あなたに、島さち子の何かがとどきましたか？

―――――――２０１０．１１．１４――――Ａｍ８．３０――――エンマ
誰もがこぼした体の粉を、そそそ、そ、と吹き流し、ときには舞い上がりもしているのよ！！
誰もが、地面にこぼした体の粉を、そそそ、そと吹き流して、くぼみに吹き溜めるというふうに‥‥、ときに舞い上がりもしているらしい――――

この表現、これだけでいい。
「粉の女」の登録が完了しました。わたしにとって、読後何年たったのでしょう。

ふうっと浮かんでくる、この意表を突くフレーズが、何ともいえない、おかしさと、新鮮さと、驚きをもって、蘇ってきます。

これが、島さち子です。そう思います。
でも、それだけではありません、この短編のいたるところに、私達を冒険にでも導くように、目を細め、口尻をアップさせる、魔法の言葉が、散りばめられているのです。

――――地震だ、横揺れがきて、両側から女は削り取られる。震えて見えるのは全部聞こえる、みんな、歩調をあわせた共鳴現象なのだ。女の上膊部は、そよ風が吹き、みんな一方にだけ棚引く粉なのに、手を開けば、山盛りなった淡い湯気だ。こんなとき女は少し死に、すこし生きて、肌は掻き均された斜面になる。

女はもう少し逃げる、女の振りまいた体の粉が、そそそ、と流れ、一粒一粒の粉の裏側に大きな砂漠が拡がり、誰もかも、立往生して、砂漠を行く群れのまま陥没する。

水没した道路で、いま素晴らしい勢いで生まれつづけているプランクトンに追いかけられ、食いあさられて、女は万の体を失い、もうすぐ、自分の体を選択し、他と区別することが不能になる。

突然、羽毛でも撒き散らしたかと思われる軽やかなゴミくずが、女から吹き出しはじめ、やわらかな音をたてながら、キラキラ反射する。

体のなかを明るさと同量の暗さが吹き抜け、女は中心を失い、内側は骨一つ思い一つ残さずに消え果てる――――

などなど。あなたも、島さち子の世界をのぞいてみませんか？

――――――――――――――２０１０．９．５―――――Ａｍ１１―――エンマ

